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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

今月の表紙

ご協力いただき、
ありがとうございました！
詳細は8Ｐに掲載しております。

三陸花火大会における

赤い羽根
共同募金活動
を行いました



「健康で安心して暮らせる支え合いのまちづくり」に向けて

令和４年度 陸前高田市社会福祉協議会事業計画・収支予算
基本方針（抜粋）

基本目標１

地域の絆が感じられ

るまちづくり

重 点 目 標

基本目標２

いつでも参加・参画でき、

お互いを尊重できる

まちづくり

基本目標３

福祉サービスの充実と

誰もが活躍できる

まちづくり

基本目標４

福祉を支える

人づくり

令和４年度は、東日本大震災から１１年が経過し、地域コミュニティの再生、こころの復興を課

題とする５年を計画期間とする第２期復興・創生期間の２年目にあたります。本会は、これまでの

被災者支援活動を教訓とし、地域課題である少子高齢化と人口減少が同時に進み社会的孤立が進行

する中で、だれもが健康で安心して暮らせる地域社会の構築に向け地域、関係機関と協働し、支え

支えられが実現できる地域社会の構築を目指し取り組んでまいります。

また、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、自治会機能が低下し地域行事、ご近所同士

の集まりの場をはじめとする顔の見える交流が長期に停滞しています。地域の絆が希薄になる中で、

住民だれもが協力し、地域福祉活動に取り組み、福祉課題の解決につながるよう、あらゆる世代や

事業所等にも関心をもってもらうため、福祉教育に取り組み、新たな社会資源の開発を行うととも

に、職員の資質向上にも努め、活動の強化に努めてまいります。

「中長期計画」の初年度とし、以下の４つの重点目標に次の事業へ取り組んでまいります。

・コミュニティ交流支援 ・地域共生社会の実現に向けた取り組み

・サロン活動 ・うるおいとやすらぎの家の連携と協働

・こんにちは赤ちゃん訪問事業 ・小地域ネットワーク活動研修会の開催

・赤い羽根共同募金活動 ・災害たすけあい義援金の受付

・支え合いマップの作成 ・民生委員児童委員活動の推進

・ふれあいネットワーク活動 ・地域支え合い活動推進事業

（生活支援体制整備事業）

・住民が自由に集まる場所の推進

・市民ボランティア登録

・市民ボランティア活動

・ボランティア養成講座開講

・金婚祝賀会

・福祉大会

・老人クラブ活動の推進

・ボランティア連絡協議会との協働

１． 地域の絆が感じられるまちづくり

２． いつでも参加・参画でき、お互いを尊重できるまちづくり

↑ボランティア連絡協議会による
赤い羽根街頭募金活動の様子

↓陸前高田市福祉大会の表彰式典の様子

↓地域支え合い活動推進員研修会の様子



今年度の事業計画、収支予算の詳細は社協ホームページでご覧いただけます。https://www.rikutakashakyo.jp/

※本会では、地域で行われる福祉活
動や福祉団体への助成をしています。

支出
295,204

（単位：千円）

その他のお金

50％
147,690

事業費
法人運営
負担金など

地域の団体等が活動
するために使うお金

8％
24,440

事業の推進やサービスを提供
する人のために使うお金

47％
135,646

支出
291,347

（単位：千円）

その他のお金

45％
131,261

事業費
法人運営
負担金など

その他のお金

35％
103,540

収入
291,347

（単位：千円）

参加費収入
貸付償還金 補助金

受託金
助成金
共同募金配分金
など

県や市から
入ってくるお金

43％
124,473

介護や障がい福祉
サービスを提供して
入るお金

19％
55,158

市内の皆様から
いただいている
社協会費

2％
6,576

企業や個人の方々
からの寄付金

1％
1,600

支出の内訳収入の内訳

- 主な補助・受託事業 -

○ 東日本大震災被災者生活支援事業

○ 被災者見守り・交流支援業務

○ 生活困窮者自立促進支援業務

○ 車両移送型移動支援事業

〇 ふれあい教室事業

○ 権利擁護相談窓口運営業務など

繰越金
など

・災害ボランティアセンターの運営

・ボランティア活動センターの運営

・福祉バスの運営

・車両移送型移動支援事業の運営

・市民交流プラザの運営

・介護予防教室（いきいきライフ）の開催

・くらし応援窓口の運営

（総合相談・生活困窮者自立支援）

・食糧支援（フードバンク・フードパントリー等）

の実施

・制服バンク

・居宅・訪問・通所介護事業所の運営

・高齢者、子ども、障がい者における福祉団体

との連携と協働

・生活福祉資金の貸付

・日常生活自立支援事業

・見守り訪問活動

・成年後見相談窓口

・ふれあい教室の運営

・広報やホームページによる情報提供

・福祉学習の実践

・福祉協力校の推進

・社会福祉協議会役職員の研修

・主任会議、三役会議の開催

・理事会、評議員会等企画会議の開催

・社会福祉協議会活動のＰＲ強化による、

会員加入率増や自主財源の確保

・市への事業提案

・職員の処遇改善

・組織機構改革

３． 福祉サービスの充実と誰もが活躍できるまちづくり

４． 福祉を支える人づくり

↑りくぜんたかた制服バンク



６/６(月).７(火) 16：30～18：30

📞

りくぜんたかたに暮らすみんなで支え合える生活応援のしくみ

保健福祉総合センター交流室



☑
☑ ☑

おたがいさま
サポーター 募集！

☑ ☑

☑
☑
☑
☑
☑

公式LINEアカウント開設いたしました

☑ ☑
☑ ☑
☑



「うるおいとやすらぎの家事業」は赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています｡

「うるおいとやすらぎの家事業」は、本会が地区コミュニティ

推進協議会に対し、地域福祉を目的とする活動に対して助成し、

地域づくりを推進することを目的として毎年行われるものです。

実 績 報 告 矢作地区：二又サロン 竹駒地区：社会奉仕作業

生出地区
・ ウォーキング
・ 講演会
・ 新年会

矢作地区

・ グラウンドゴルフ
・ 二又サロン
・ 定例会
・ 日帰り温泉
・ 百歳体操

下矢作
地区

・ 部落餅つき会
・ 介護予防教室
・ 東日本大震災10年を語る会
・ 伝統の味「鴈月」を作ろう
・ たかたのゆめ誕生秘話＆さなぶり会

・ 3B体操＆芋煮会
・ どんと祭

横田地区

・ 新年交流会
・ 陽だまりクラブ
・ 高齢者の見守り活動
・ ふれあい清掃事業
・ 町内会清掃事業

・ ふれあい共同事業
・ お茶っこ飲み会
・ ふれあい交流会
・ いきいきシニア講習会

竹駒地区

・ 運営委員会
・ 社会奉仕作業
・ 竹駒町成人式
・ 合同グランドゴルフ大会
・ ふれあい活動の開催

今泉地区

・ 親睦会
・ 百歳体操
・ お茶っこ交流会
・ 刃物研ぎ講習会
・ 敬老会への祝品贈呈

長部地区 ※ 新型コロナウイルス感染症のため事業実施なし

高田地区

・ 見守隊研修会
・ 会員宅激励訪問
・ 親睦会
・ 表彰式
・ 優良表彰報告式

・ 防災クッキング
・ 会員安否確認訪問
・ サークル忘年会
・ 百歳体操と親睦会
・ 視察研修

米崎地区 ※ 新型コロナウイルス感染症のため事業実施なし

小友地区 ・ 親睦会（座ってできるストレッチ講座・ゲーム）

広田地区 ・ 高齢者学級

どんと祭

（下矢作地区）

成人式
（竹駒地区）

令和３年度 「うるおいとやすらぎの家事業」主な活動内容



【問い合わせ】ふれあい教室
090-9745-5182（直通）

54-5150/5151

5月 30日 (月) 6月 6 日 (月)

6月 13日 (月) 6月 20日 (月)

開催日

ふれあい教室

たんぽぽの日の紹介

お子さんや、お孫さんと一緒に楽器や体をつかった
ふれあいあそびを一緒に楽しみましょう！
楽しい時間を過ごしませんか？？

ご存知ですか？ 地域の身近な相談役

「民生委員・児童委員」
民生委員・児童委員は、子育てや介護の悩み

を抱える方、障がいや高齢者の不安や悩みなど、

地域の身近な相談役として活動しています。

陸前高田市には、６７名の民生委員・児童委

員と１６名の主任児童委員（主に子ども関連の相談

を担当します）がおり、生活や福祉全般に関する

相談・援助活動を行っています。主に支援を必

要とする世帯と専門機関をつなぐパイプ役を務

めます。

民生委員・児童委員、主任児童委員には守秘

義務があり、相談した方の秘密は守られますの

で、ご安心ください。

問い合わせ 市民生委員児童委員協議会事務局
電話：54-5150/5151 担当：小水内

専
門
機
関

主任児童委員

民生委員・児童委員

担
当
地
域

世帯状況把握 情報提供 相談・援助

・ 市町村
・ 包括支援センター
・ 社会福祉協議会
・ 教育委員会

・ 学校
・ 保育所（園）
・ 支援センター

など

民
生
委
員
・

児
童
委
員

連携・協力

・ 高齢者のいる世帯

・ 障がい者のいる世帯

・ 生活に困窮している世帯

・ 子どものいる世帯

・ 妊産婦のいる世帯

・ 母子・父子世帯

・ その他の世帯

このような
活動を

しています

・ 子育て、介護、
障がいなど、世帯
が抱える問題の
把握

・ 世帯が必要と
しているサー
ビスについて
情報提供

・ 各種相談
・ 見守り支援
・ 福祉サービス
の利用支援

連携・協力

こんにちは赤ちゃん訪問事業は、
赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

こんにちは赤ちゃん訪問は、お祝いをするととも

に、子育ての不安や悩みをお聞きし、必要に応じて

適切なサービスにつなぐなど、お子様の成長を地域

で見守るきっかけづくりを目的とし、地域の身近な

相談役である民生委員・児童委員さんが、赤ちゃん

の生まれたお宅を訪問しています。

【活動場所】ふれあい教室

【時 間】１０：００～１０：４５

【対 象 児 】生後６ヶ月～未就学

※予約制となっています。お電話でご予約下さい。

なお、新型コロナウィ

ルス感染状況により、

中止となる場合もあり

ますのでご了承下さい

お困りごとなどありましたら、

お気軽に地域の民生委員へご相談ください。

写真掲載へのご協力ありがとうございました。



善意のご寄附
ありがとうございました

本会が行う地域福祉事業などのために大切に活用させていただきます。

株式会社 アンプリライブ 様

100,000円

この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

社会福祉協議会では、現在下記のとおり、職員を募
集しております。詳しくは、ハローワークまたは、社
会福祉協議会まで直接お問い合わせ下さい。

【問い合わせ】電話：54-5150／5151
担当：総務部門 佐藤・安田

矢作地区では、令和３年８月より「支え合い交通」の実証

実験が開始され、半年が経過しました。今回は、令和３年度

の振り返りと来年度に向けた話し合いを行いました。

会議では、８月から３月までの実証実験利用状況が報告さ

れました。コロナ禍で利用者なしの日も何日かありましたが、

平均で各週３名ほどの利用がありました。また、１００歳体

操が同じ曜日の同じ時間帯に開催されていたことから、４月

からは支え合い交通やサロン活動等と重ならないように曜日

を変更することとなりました。

今後は、９月の本格運行に向けてドライバーや利用登録者

の増員を目指し、周知活動にも力を入れていきます。

地域支え合い活動推進事業

矢作地区「支え合い交通」 の取り組み紹介

【問い合わせ】電話：５４-５１５０／５１５1 担当：黄川田（正）、吉田、和泉

⇓

会
議
の
様
子

障がいのある人たちの働く事業所などが加盟する「きょ
うされん」の全国大会が、令和４年９月３０日(金)～１０
月１日(土)の２日間、陸前高田市で開催されます。

この度、この大会開催のため、当日の運
営ボランティアを募集します！詳しくは、
陸前高田市社会福祉協議会のホームページ
の特設ページをご覧ください。

【問い合わせ】電話：54-5150／5151
担当：総務部門 佐藤↑お申込みＱＲコード

去る4月29日、高田松原運動公園を主会場と
して開催された三陸花火大会において募金活動
を実施いたしました。
当日はあいにくの雨模様でしたが、傘をさし

ながらでも足を止めていただき、多くの皆さま
からご協力をいただきました。
コロナ禍にあり、ここ数年イベント会場での

募金活動を控えておりましたが、寄付者の方の
お顔を拝見しながら、感謝の気持ちを直にお伝
えできる募金活動を行ったことで、改めて「つ
ながりをたやさない社会づくり」を実感するこ
とができました。
冷たい雨のなか、募金にご協力いただいた皆

さまありがとうございました。
今後とも、赤い羽根共同募金へのご理解ご協
力をお願い申し上げます。


